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高校教育改革と単位制高校についての一考察

町井輝久

A positive study on the “credit system" upper secondary school. 
Teruhisa Machii 
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離教審答申を一つの画期として，教育の自由化論・学校の個性化等が政策のなかにー騨顕著に

展開するに歪るが，そうした政策の具体化のひとつとして，学年制によらない「新しいタイプの

高校Jである単位制高校の設霊が全国規模で進行している。

本稿では，学校側への開き取りと教師との懇談という娘られた資料でのや間的報告となるが，

今日の高校改革における単佼制高校のもつ意味について考祭することとした。

筆者が単位制高校に関心を持ったのは，高校中退者の受け血としての役割を巣たしているとい

うことを知ったことが発端になっている*1)。

一般の高校においては，学年齢ということで進級に必要な単位をー単佼でも落としたら，原級

に留められたうえその学年で取得した単位も無効扱いになる。ここでは進度の遅い生徒にも均等

に修得年次が科せられていることにより，学年制は中退者を生み出す直接的契機となっていた。

このような画一的な学年艇とは異なる，無学年舗の，卒業要件としての80単位を3年以上の年

数で修得すれば修了できることが，単位制高校に住民した最初の理由である。

単佼制高校に注目する第2の理由は，基本的はどのような科目を選択し，どのようなカザキュ

ラムをつくるかは，生徒の側に選択権があることである。基本的には，というのはどこまで選択

することが可能かということはそれぞれの単位制高校によって奥なるからである。

学留指導要領では卒業までに績修を必要とする科目〔必修科目・'・閑語 14単佼・地摩2""'"

4単位，公民 2'""'4単位，数学 14単位・理科 i各4単位，体育 7'"'-'9単佼，保健2単位，芸術
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(たXし普通科3単位) 2単位，家庭4単位〕が定められており，これに沿って高校ではこれら

の単位を修得することが基本的姿件となっているのに対し，単位制高校では麓修と修得を分離

し，一定の範盟で履修すれば必修科目といえどもその単位の修千与を基本的要件としないことも可

能なことである。これによって生徒自身が f学びたい科gを興味・関心・適'性・進路などに応、じ

てJ(A高校案内より〕選択し個別の時間表を組むことになるからである。

第3に f得意な科目Jr学びたい科白」を生徒の良品選択により学ぶシステムでは，選抜(とい
う言い方は必ずしも適正ではないが〉の方法も画一的な選抜方法(口平均的な学力を基準とする

試験や内申書の活用〉はなじまない筈である。つまり高校が徳性的で、怠れば，選抜も個性的なも

のになる。進学希望者の選択とは無鴎係に偏差値によって事実上選抜される入試のあり方から離

脱する契機となりうると考えるからである。

第4~こ，カリキュラム(および修業年醸)の自己選択および無学年鎚によって，間定化された

学級で全員が同じ授業を受けるということがなくなることによって，生徒指導のあり方も変わら

ざるを得なくなることである。

全員が l時綴の授業を受けることがなくなれば朝礼もなくなり，校門における遅亥u指導も無用
になる。どの学年にもそれまでの既習単位が認められ編転入学が認められることによって生徒の

年齢構成も多様化し，服装・髪型などを規制することは閤難になる。まして制服などナンセンス

になる。

こうしたことは一面では，従来までの生徒指導のありかたでは困難を生じるであろうし，事実

単位制高校に対する批判のーっとして「生徒指導の問題Jを上げる現場教師も少なくない。さら

に中退者が多くなれば，さまざまな学習国難(その背景にある生活上の諸問題〉をかけた生徒も

増えることになり，画一的な生徒指導から，個に応、じたきめ細かな生徒指導が要求されることに

なる。

以上のような点が，平成3年以後各地につくられたし、わゆる単位制高校でどのように取り組ま

れているかを，単位制高校の現実をふまえて考察することは，今日教育の自由化論や個性化論が

抽象的レベルな議論が行われていることを考えると，ますます重要と思われる。

本報告は，こうした課題意識をもったうえで，設置されてる単位制高校の一つを事例にし，単

位制をベースにしたさまざまな新しい試みが，新しいタイプの学校としてどのような特徴を持っ

ているのか， I日モデルの伺を改革したのか，どんな新たな課題を生起しているか，を実態商から

検証することを通して，学校選択の自由，教育内容の選択のa由などの生徒・父母の「選択の自
由Jがもっ教育改革のなかでの意義について考察してみたい。

1. A高校を単位和j高校の毒事例として選択した理由

1988年に単位制高等学校の制度が出来てから94年には，全国で園立1校，公立47校，私立7校

が単位都課程をおく高等学校となっている。今回対象としたA高校は91年に，それまでの定時制

・通信制課程の他に新たに定時制課程を土台とする単位制を開設し生徒募集を開始している。

しかし単位制高校といっても全ての高校が同じように，無学年制・単位載の完全実施を目標と

しているわけではない。

まだ全国的な資料を検討したわけではないが，単位傷uの高校といわれるなかには l年次には共
通科目の駿修を行い， 2・3年次からの単位の選択を行う，原級弱震も行われ，実質的にコース

選択的，あるいは学年制との併用として運用している高校もあり，単佼制の理念という点でも
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f得意な科目Jr学びたし、科目Jをa己選択により学ぶということよりも，進度別・能力別のカリ
キュラムという考え方に比重があるような運用もあるようである本2)。

A高校の場合，単位部課程の開設にあたって開設準備室では次のような基本的な方向合決めて

いた。

「わが校の単位制は現在，法令上では定時制課程にスタンスをおいているが，単位制の趣旨の

具現イとを翻っているため，全EJ.定時・通信などの課程とは根本的に巽なるシステムとして，

・・そのあるべき姿を実践検証すベく可能性を限界まで追及していくよう発想しているJ*3)。

こうした基本方針と「個性の伸長と生徒自身の自己管理能力の育成j という教育理念のもとで

の，同校の教育システムの特徴として次のようなことがあげ、られる。

(1) 生徒の個性や環境に合わせた多様な履修形態を可能にする無学年制と 2学期制

(2) 多様な学習要望に対応できる12時間梼講と骨性を生かす個別教育課程と時間割の生徒によ

る自主編成

(⑦ 学期ごとの単位の認定のための学期完結科目の設定

(4) 生徒の努力を認めるための他諜程との併修鎖度及び大検合格科8の相当単位認定

(5) 高い学習要望に応え内容の習熟を岡る90分授業展縄と同一科目の重ね履修を認めること

(6) 生涯学習の推進を関り，社会人の高い学習要望に応える一部科目腫修制度の導入

(7) 多様な履修形態を支援していくためのオフコンによる CMIの積極的活用

(8) 推薦入学・一般入学・転編入学などの多様な入学者選抜と，年2回入学・卒業となる前期

・後期募集の実施制)

このようなシステムのなかで注目されるのは，ひとつには「個性を生かす個別教育課程と時開

割の生徒の自主編成」ということでJ得意で好きな科目を受講登録し学ぶJ，r将来の進路に合わ
せた教育課程編成J，rマイペースの学翠J，r好きな先生の授業を思い切り学ぶJなどの考え方を
生徒に提示し，カリキュラムの生徒自身による自主編成を重視していることである。そのために

学習指導要領に定められた必修科目については， r履修と修得jを分離し，一定時間出席すれば履
修とみなし，その単位の修得を卒業要件に含めず¥卒業要件としてはそれらの必修科目の f履

修jと卒業までに80単位の選択科自を修得すればよいとしていることである*5)。それと同時に重

ね履修，習熟藍別の科自の設定などによって，自分の興味関心・進路などとの関わりで一人一人

のカザキュラムの作成をめざしていることである。また法令上は定時制課程のうえに立つ単位制

課程ということをど生かし，午前4時間 (2コマ)，午後4時間，夜間4時間というカリキュラムを

編成され，学習形態も多様な形をどとることが可能になる。

またCMIの活用がうたわれているが，一人一人異なる時間表・異なる教室などのもとでの出欠

や成綾などの管理のため， IDカードの導入やオフコンの活用が囲られていることである。

入試については他の道立高校と入試方法も時簸も切り離され，一般入試・推薦入試・転編入試

のいずれの場合も言語接試験が重視され， A高校教員が直接志望生徒と向かい合って，適性を判断

している。

また生渡学習の場として社会人の一部科目躍修生を受け入れることにし，これらの科目麓修生

はそれぞれの授業で生徒たちと一緒に受講している。

以上のような学習面の特徴だけでなく，生徒指導の衝でも生徒の「自己管理」を課題とした実

競が行われている。

このような単位舗の特徴は，必ずしもA高校独自のものではないが，現行の法令内で単位制の



98 教育学部紀要第66号

もつ「可能性を融界まで追求するj点では，他の単位制高校よりも徹蔵していると考えられるこ

と，さらに「教職員の意識革命Jを掲げ，教育方法や生徒指導のあり方とむすびつけて笑践課題

としていることなどが， 1教師の教育活動の自由」と結びついた今日の高校教育改革の一つのそ

デルケ…スとして，検討する価値があると考えたからである。

11.臨教審答申と単位制高校

1 .単位制高校の発足まで

周知のように臨教審答申は，生涯学習体系への移行と「倒性重視の教育」という改草原理念打

ちだし，そのもとで高等教育分野から初等中等教育分野にいたるまで「改革jが推進されている。

初等中等教育分野の改革の要が，高校教育改革・高校入試改革であり，これをもとにこの分野の

改造計画を推進しようというものである。 87年の最終答申では教育改革の視点として「個性重視

の滋員引を掲げるとともに「国民の教育に対する要求の高度化，多様化に柔軟に対応し，これま

での教育の画一性，際鎖性の弊害を打破する上で， <選択の機会の拡大〉を留ることJ1関連する

諸規制の緩和」が必要であるとした。

そのうえで「後期中等教育の構造の柔軟化jとして1(2)単位制潟等学校J1(3)高等学校の修業年

限の弾力化等J1(4)後期中等教育の多様化」の方針が打ち出された。

85年の一次答申を受けて「中等教育の推進に関する調査研究協力者会議J(86年10月17日)では

「単位制高等学校の慕本的在り方についてj報告を行い，そのなかでは単位制高校の性格とし

て， (1)主主櫨学習の観点から，誰でも適時，必要に応じて高等学校教育を受けられるようにするこ

と， (2)学年制をとらず単位のみによる巌修形態をとることとするほか，授業形態や教育内容の取

り扱い等の面で工夫を加える，ことをあげ，学習対象としては(1)何らかの理由で高校教育を受け

られなかった成人， (2)新規中卒で単位制を希望するもの(3)卒業を目的とせず，一部科目の履修を

希望するもの， (4)既高校卒業者でも再教育を希望するもの，があげられている。

このように当初は生涯教育の一環としてのリカレント教育に叢点が置かれていたが，高校中退

者が急増するなかで，既修単位の活用や，履修・修得の弾力化など高校中退者の受け皿としての

期待が単位制高校にかけられていった。

以上のような経緯合経て， 88年には文部省令第六号「単位制高等学校教育規定Jがだされ，こ

れによって単佼制高等学校の制度がスタートした。

さらに90年の中教審答申では f単位制の活用j ということで答申の第3主主2節では，単位制を

生かしたカリキュラムの駿修ということ，必修科目の取得や進級単位数にとらわれない弾力化合

一層すすめることが強調されている。

もともと高校の場合，単佼制と学年制が併用されていて，しかも65年以後必修科目削減の方針

にもかかわらず，その後もほとんどの公立高校では大半の科怠が必修とされ，それが為に僅かな

科目を落としても進級が認められないとし寸硬直性と，過度に学年制に偏った運用などが問題と

されてきた。前記の中教饗答申でも「一つの科目を l年生と 3年生が机を並べて麓修することが

あってもよLづなどと述べ，高校中退問題の背景のーっともなっている硬直した学年制の持つ問

題を指摘しているのである。

以上のような政策を背景に都道府県に多くは定時制・通信制過程を改総し，またそれと併設し

た単位制高校が設立され，平成4年度からは福島県に単独の全日制単位制高校が新たに設置され

ている。(ただしこのいわき光洋高校は，単位制の理念を追求したものとはいし、がたいことは注
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2でみたとおりである)

しかしこうして設寵された単佼髄課程をもっ高校は多くは学年舗との併用であり，ここでとり

あげた事例のように徹底した「単位制」浬念を追及したケースは少い。そのため単位制高校はい

くつかの学習者のタイプのうち，中途退学をした生徒の既存の単位を活かす受け血校とし、う側面

か，あるいは習熟度iJU学習という点からその役割がとらえられ， r好きな科箆Jr学びたい科目j
を自己編成するという，画一的教育に対立する理念を持つ新しいタイプの学校としての役舗を追

求する方向には必ずしも進んでいないのが現状ではなかろうか。

2. r個性化教育Jr学校選択の自由jなどをめぐる批判と陣題点
単位制高校を含む臨教審答申に基づく高校教育改革構想の骨格になっている f儒性重視の原

則Jr選択の機会の拡大Jr諸規制の緩和Jii¥，、わゆる「教育の自由化論Jといわれるものにほか
ならない。これらを臨教審路線としてとらえ，多くの批判が集中しているように思われる。

こうした批判的見解のーっとして，三上和夫氏の場合を取り上げてみよう事的。

三三上氏の中教審答申等に見られるいわゆる f個性化教育jに対する批判は次のような諸点にま

とめられるであろう。

a，臨教審の「個性重複Jの原票日は「規制緩和Jを基調とする「教育の自由化jからはじまった。

政策E基調の経緯から見れば「個性の重規Jは当初から，市場的秩序の教育への適用，および学的

秩序の多様化の徹底のニつの方向をもっていた。 (P37)

b， r競争原理にささえられた個性重視jという教育政策基調は， 2つの異なる関心の統合によっ
て成立している。.. . r個性重視Jの致策のもとで教育制度は，学校教育の複線的多様化を変
更の余地のない教育制度原理として安定化させ，他方で，様々な社会組織の網の自に諸個人を従

属させてゆく，共通の身構え作り(イデ、オロギー教化)の役割を担うのである。 ・・・要する

に，諸個人の持ち味を，競争にエントリーする資格要件として「重視jするシステムである。

(同〉

C，学校の f個'性j化は，再編期に入った高校段階の「特色ある学校づくりJに集中的にあらわ

れている。教育現場の戸としては，既に fその(特色ある学校のこと一引用者注〕学校に行って

いる子どもの個性が踏み摺られJ(間)るとの批判がなされている。・・・現在の高校通学区域を

所与の官官提として，その内部で「特色Jを打ち出す限り，それは競争の緩和にならず，むしろ競

争安煽ることになるであろう。

こうした批判の核心とされている「教育機会の選択の自由jに対する臨教審的捉え方は，ソフ

トノミックス・フォローアップ研究会報告にも端的に表現されているように*1) r多様なニーズ
に応、じて民聞が供給する自由で競争的な教育」とL、う公教育理念を否定する基本的なスタンスか

ら， r大幅な選択の自由jと引き換えに， r偶人による教育サーピスの自腐な購入Jr学校は教育企
業的性格J，r教育は個人の自由な選択と自弓負担のB室長七という私費による教育機会の選択の自
由という政策意図が絶えず見えかくれしてる。

ここでは今日の「教育の自由化」論と教育の公共牲についての検討を行うことは出来ないが*8)

重要なことは「教育の自由」という考え方は，何よりも「父母の学校選択の自由Jと f教師の教

育方法・教材選択などの自由jを核心としたものであり，それゆえにこそ今日の教育改革の主要

な位置を占めざるを得ないという点が三上氏には希薄なことである。

今日の教育改革と学校選択の自由との関わりは，黒崎勲氏等の研究を取り上げることが妥当で
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あろう。

黒崎氏は「教育と不平等J以来，学校選択と参加についてアメリカにおける学校制度研究を踏

まえ，その議論の日本の教育改革へ適応することへの有効性を主張している。

黒崎氏はまず「学校選択の理念が公立学校制度の硬直性に対する批判として主張されているJ

率的として，何よりも「教師自身が，公立学校の教師として，学習指導要領に器く限定され，教科

書検定の?倒産に縛られ，公立学校であるからということで有形無形の鱗約をこうむっていないだ

ろうか，もしこのような理由ですべての生徒にとっての必要に応ず、る教育活動を行い得ないでい

るとしたら，要求を満たされない生徒が公立学校を離れていくことは当然であるJこと， rわが子
の教育に謂題を感じたとき，公立学校にはその親の気持ちを受け入れる柔軟さと寛容とがあるよ

うに見えないグ10)ことなどを指摘し， r学校選択の理念が市場原理による競争の効果を目指すも
のとしてではなく，教育専門家による自由で多様な教育の活動を保障するための制度的条件とし

て把握されていることに注gすることが重要Jとしている。

また教育の多様性についても， r特定の基準からカリキュラムを類型化さぜ，生徒をそれに合
わせるという」教育の多様化政策ではなく， r教育の多様な理念に求めるj ものとしている*")。
そして「教育の多様化は現代社会の教育の不可避の制産原理のーっとも云うべきだが，それが一

元的な権威によって計画されるならば，その基準が社会的職業的要請によるものであれ，能力の

程度によるものであれ，学校の序列化として機能することは訪ぎ得ない。我々は教育の多様化を

多様な教育理念による教職員の教脊括動の自由を保障することとして理解すべきグ12)とのベて

いる。

多様化=複線型教育制度の固定化という批判については，例えば天野郁夫氏は60年代の多様

化路線と今臼多様化が開題とされることの質的な違いを指摘されている*13)が，同時に「現状で

の個性化論議の危険性は個性的な人間形成の問題が， <俄性化〉という名のもとに，カリキュラム

ばかりが特化した，かつての〈多様化路線〉とかわりのない高校学校づくりにすりかえられかね

ない創刊と学科やコース制などによるいわゆる新しいタイプの学校づくりをそのまま f個性化

教育Jとすることを批判もしている。

もともと複線型の教育の問題点は，織業教育を専門とする高校が存在していることによるもの

ではなく，他の系への変更や移動が閤難なこと，上級学校への進学が凝られた学校によって担わ

れることなどにある。形だけ単線翠を採っていても，普通高校・職業高校のそれぞれに多様な進

路希望を持つ生徒が存在しているにもかかわらず，画一的なカリキュラムと硬直的な進路指導や

大学入試鱗度によって現実的には選択の自由が大きく制約されていることがむしろ大きな問題だ

ろう。

学校選択は，先に見たように市場の競争原理に教育を委ねる危険性をもつが，問時に教育行政

の適切な指導牲が発揮されるならば学校参加の有力な一方法となり， r学校改革のための有効な
触媒であり，エンジンになる可能性を持ちうるJ(黒崎，前掲警〉のである。

新しいタイプの学校の畳場する必然牲として理念から問題となるだけでなく，教育現実を腹援

する必要があると考える。

なによりも高校に進学した生徒のなかに，学習への理解産，進度等に差異があることを知りな

がら画一的な指導要領によって学年ごとに学習内容・到達度を決め，鑑かな単位でも履修できな

ければ進級させないなどによって，中途退学に追込み，そうでなくても授業が成立しなまま f温

情的にj単位の取得を認めているケースが少なくない現状を蛮視する必要がある。
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さらには普通高校においても， 4割近くが就職とし、う進路を取り，普通高校z大学進学ではな

いにもかかわらず，意味の無い画一的カザキュラムの履修を強制され，高校での学習が「学習へ

の意欲の喪失jの場となってる現実を見る必要がある。

こうした高校選択や高校教育内容の関わる現実は， I個性化j対「平等主義Jと言う図式を超え

たまさに基本的人権に関わる問題として，学校選択の自由，教育内容選択の自由が関われている。

小学証制を単純に要求する形式的な平等主義の破綻は，韓国の「王子準化」政策の破粧を見て本15)

も，こどもや親による学校選択・教育内容選択の自由と教鶴集部の教育活動の自由を保障するこ

とが今日の教育改革の根幹を形成することは切らかであろう。

しかしこのことは多様化路線のなかで設寵された「新しいタイプの高校Jを手放しで評価する

わけではない。三上氏が事例とするような例は，単位制高校の場合でも先に見たように子どもに

よるカリキュラム選択の自由，教師の教育方法の自由といった方向とは無縁な，単なる進度別学

醤，コ…ス艇と変わりのない高校として存在している。

単位制高校に単に新しいタイプの高校としての枠組みだけを考えるならば，多くの都府県で選

択制の原理が後退し，一方では理系・文系，間立・私立大学などの進学脱の予備校的受験校とし

て，他方では中退者の一時的な受けざらとし今日の通信制・定時制高校とかわらない学校序列化

の中に組み入れられた存在となることもあきらかである。

北海道における単位制高校の実践を取り上げたのは，この学校を準備した教員集部が今日の公

立高校の硬直性の革新を正面から捉えるとともに，単に中退者の受けざらとしてではなく，単佼

制の持つ可能性を可能な限り追求するなかで，子どもの自主性の尊重とカリキュラムの自己選択

による個性化教育を捉えていこうとする教師集団の実践が見られたからである。

盟欄単位制高校の可能性一一現行法令との関係で

A高校単位制課程の開設準備にあたり，発足後教頭として具体化を推進したN氏は， A高校の

単佼制宏「あくまで法令に準拠したものJと強調されている。「法令に準拠するJとは多分次のよ

うな合意があると思われる。

単位制高校であっても，公立学校として一般高校と同じような関係法令・規期の運用を行うな

らば，画一牲の網の白から免れることは出来ない。しかし現行の法令のなかでも単位輔のメリッ

トを活かすために当該高校が最大限様々な改革を追求すれば，学年舗や闘一的カリキュラムにし

ばられない全く違ったシステムの学校を作ることが出来る。

さて， A高校単位制課程は定時制課税のうえにおく単位舗の課程であって，学年制を設けない

ことなどの独自の制震は学校教育法施行規票日第64条のニにより， 88年に定められた文部省令第6

号「単位制高等学校教育規程Jに準拠している。

単位制高等学校規程では，第 l条でこの文部省令で定める「単位舗による課税は第64条のこの

規程により学年による教育課程の底分を設けない定時制の課程及び通信制の課程Jと定められ，

これをもとにしてスタートした。

これによって教育課程は学年制に縛られないことになり，履修時期も学年に縛られず，重ね履

修等も可能になる。しかし特別活動など教育課程以外は度分があり，年次郎にHR編成が必要な

ので，それとの調整が必要とされる。

以下関規程によって特例その他の必婆な事項を定められ特色を出すことが可能のように定めら

ているので，それをA高校ではどのように活用したか，条文に即して見ていくことにする。
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第2条では「・・・入学者選抜の方法は，当該単位制による諜程を盤く高等学校の設費者が決

める」とされていて，一般公立入学者選抜制度とは独自の選抜方法の導入，偏差値によらない選

抜が可能である。 A高校では他の道立高校とは日程も内容も別偲の入試方法を採用し，一般入

学，推薦入学，転編入学の3段階による募集によって，一般の高校ではなく単位制で学びたい生

徒の募集に力をいれている。

第3条では「学期の区分に従い生徒を入学させ，または卒業させることができるjとされてい

るが，これに則ってA高校では前期・後期の2学期制の教育課程編成を行い， 90分授業各2単位

の控業を設け，生徒が科目選択の幅も広げることが可能になった。これは科医履修生にとって

も，受講しやすいシステムといえる。

またこれによって，一般入試・転編入試も前期後期の2度に分けて行われさまざまなキャリア

の入学者を受け入れ易くしている。卒業もまた3月と 9月にそれぞれ行われている。

第4条(踊入学)r踊入学は栢当年齢に達し，相当の学力があると認められた者について，相当
の期間を在学すべき期障として，これを許可J，第5条(転入学)r修得した単位及び在学した期
間に応じて，相当の期間を在学すべき期間として，これをど許可」及び第7条(過去に在学した高

等学校において修得した単位)にもとづいて，いわゆる中途退学生徒に転編入学枠を広く設定す

るとともに学年に上限を設けない在籍の設定(生徒が自分の希望で麗修年限を3年以上の年数の

設定も可能〉とあいまって，学習意欲の回復と卒業への努力を促すこととした。

第6条「単位制の課程を置く高等学校においては，高等学校教育の機会に対する多様な要請に

こたえ，多様な科目を開設し，かつ，複数の時間帯または特定の時期における援業の実施その他

の措置を講ずるように努めるものとする。j

A高校では，定時制の特質を生かし，午前から夜まで， I-mの3部に分け生徒にどこかの時

間帯をコアとさせ，どの時間帯も自由に藤修可能な方法を導入している。まずこ学習指導要領の必

修科目を「履修Jr修得」に分離し，定められた時間数の授業に出席すれば不得意の単位を習得で
きなくても卒業が可能な必履修の有り方や，もう一度学びたい科目の重ね履修が可能とした。ま

た，科目設定にあたっても f枕草子」など従来の教科名に縛られない多種・多様な科目の設定が

可能とした。以上のような特徴を生かして， r時間割りの生徒自身の自主編成Jという基本的な目
標に取り組むことにした。始業時間も生徒の時間表に合わせたものになり，朝礼などは不用化す

るとともに遅刻等は自己管理に委ねられた。また空き時聞を利用しての他の教育機関での学習も

認められている。

第8条(定時都の課程との併修〉をもとに他校での欝得単位の認定，他校への単位習得の認定

(単位互換制度〉も導入している

第10条(科目履修さ主〉により科目履修生の受け入れを行っており，一般生徒との温合学欝によ

り，両方の学習意欲向上を闘っている。

その他定時制・通信制の規程会準用することにより，授業料は現行 1科el660円を科目毎の累

積で支払えば良いシステムを導入している。これによって 3年で卒業しても 4年で卒業しても科

目数が向じであれば在学中の授業料は変わらないことになる。

学習指導要領との関係については先にも述べたように，必修科目の履修を義務付けているが，

修得とは射にし，修得一履修一米麗修などを評定している。

同校での履修とは r50%以上の出席率」によって認定され，修得とは r80%以上の出席率と評

定が2以上の場合j と定められ，学習指導要領に定められた必修科尽の履修と80単位の科自修得
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及び及び特別教育活動への評価をもって卒業を認定している。特別活動は学年制をとらなけらば

ならないため， 1校時と 2校時， 3校時と 4校時， 5校時と 6校時の聞にショートホームルーム

をおき，土曜日を特別教育活動とすることで認定している。

以上のように有朋高校で実際に達成されていることを中心に単位制高校の可能性について見て

きたが，現行法令の枠内でも，生徒の「自己選択力Jr自己管理Jを目標とした学校運営が可能と
いう判断が「法令にあくまで準拠した単位制Jという先に述べたA高校教頭の発言の根拠になっ

ている。

N. A高校単位指l課程の現状とその特徴

1 .生徒の特徴

A高校は北海道立の定時制・通信課程をもっ高等学校であったが， 91年4月から新たに f単位

制による定時制課程」をおくことになった。 94年3月でrc単佼制によらなし、)定時制課程」は廃
止された。

A高校単位制課程〈以下A高校とだけ表記する)は，普通科と事務情報科の 2学科から編成さ

れ，募集定員は2学科で200名となっている。 93年5月現在で見ると表1のようにいずれの年次

も定員が満たされていないので， 9月には後期の一般入試及び転編入試が行われる。(設立 3年

自の数字なので4年次在籍者はまだいない。また科目履修生は含まれていなし、〕

〈単位制諜程〉

表1.A高校単位和j線程

生徒在籍数

:ミF貴君 男

普 通 科 56 

毒事務情報科 33 

計 89 

l口h 言十

年次 2 年次

女 男 女

72 43 51 

27 21 27 

99 64 78 

188 142 

(単位:人 93年5月1臼現在

3 年次 iIT 
合計

男 女 男 女

25 37 124 160 284 

26 17 80 71 151 

51 54 204 231 435 

105 435 

A高校学校要覧 93年版より

注)設立後3年目の人員数である

生徒の年齢構成を見ると表2のように I年次の在籍者では15歳が全体の47%，2年次では16歳

が42%，3年次では17歳が54%となっていて，中学新卒者の入学は約半数という傾向が現れてい

る。これに対して20歳以上の年齢層は5%に満たない。つまりA高校入学者のほとんどが新卒者

と転入もしくは他校中退後し 2年以内に受験入学していることを示している。このことは科白

履修生を別にして，一度社会にでた人たちの教育の場という性格よりも，基本的には偵の高校と

河様に中学校に連続するものという性格が強いことを示してる。
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表2 A高校単位穣穣生徒の男女別年齢構成 (単位:人) 93年5月l臼現在

年次
J性 20 25 30 40 50 60歳
15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 1歳 1歳 1歳 1歳 1歳 言十 合計iiU 24 29 39 49 59 以上

男 45 23 15 6 。O 。O 。。O 89 
1年 188 
女 43 22 22 6 2 3 O O O O 99 

男 。22 21 11 5 2 2 O O l 。64 
2年 142 
女 O 37 22 10 6 l 。O 。78 
努 O O 34 11 5 O O 。。O 51 

3年 105 
女I0 O 23 17 6 6 1 O O O 54 

l口h 男 45 45 70 28 10 3 2 O O 1 。204 
言十

435 
女 43 59 67 33 14 10 2 2 O 。231 
計 88 104 137 61 24 13 4 l 2 1 O 435 

表 lと同じ

これに対して教員数は単位制・通信制・定時舗の全体を兼ねる校長のもとに，単位制では教頭

2名，教諭36人，養護教諭1名，実理助手 1名，時間講師7名の編成になっている。これは同じ

艶ロ (5関口)の一般全日制課程に比べると 5"-'6名多いが，授業展開時鵠は一般全臼艇が一日

6時聞にくらべると単位制では12時間あり，時間数との兼ね合いでいうと必ずしも多いとはし、え

ない。完成年度にあたる94年度までに当初計画数である44名実現する見通しは必ずしもない。

f好きな科目j と並んで「好きな先生を選択するj という点では制約条件になっている。

2.カリキュラムと躍修計箇

「生徒が学びたい科目を選んで，自分で手作りの持関割り合作ってマイペースで学習するJと

学校案内に記されているA高校のカリキュラムとその履修方法はどのようになっているか，みる

ことにしよう。

図 lは93年度のカリキュラムである。学科・学年クラスの区分がなく単位制全体で一つの開講

科白表から各年次の生徒が科§選択を行うことになる。

前期・後期の 2学期制で，各科目は4単位通年開講科8・4単位通年だが前後期それぞれ2単

位毎履修可能な科目. 2単位学期完結開講科目. 4あるいは6単佼の集中開講科目などからなっ

ている。学年鋭と異なりそれぞれの学期及び学年ごとに単位が認定され，累積される。

生徒は入学前のガイダンスで入学後から卒業までのカリキュラムを作成し(ただし各年次に変

更可能である)それに基づいて学習を進める。午前(1. 2校時〉の授業選択を主体とした I

部，午後 (3.4校時〉を主体としたE部，夜 (5. 6校時)を主体にした渡部がおかれ 1• 

2校時など各中間にショートホームルームの時間が設定され，各生徒は 1一頂部のいずれかの

ショートホームルームに所属し，そのホームルーム編成をクラスとして担をが配置され，生徒指

導を行う。ホームルームの編成は学科等による区分はなく，時間帯を基準としている。

同じ科目が複数関議されていて，建前としては教障を選択することも可能であるが，授業定員

の割りふりが優先され，学校側は「生徒による教師の選択も望ましいJ(N前教頭)としつつも，

必ずしも「教舗を選択するj というところまでいっていないようである。
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生徒の科目登録は 1年次におおよその卒業までの科目登録を必要とするため，生徒自身の進路

意識の明確化とガイダンスを必要としている

科目履修の在り方はおおよそのガイドラインが3年ほどの試行を経て作られている。

科目履修の進め方を数学宏事例にその特徴を見ることにしよう。学習指導要領の改訂に伴い，

平成7年度から新諜穏にはいるため，ここでは新課税生用の「講燦内容案内jをもとに述べるこ

ととする。

数学I基礎li必修科目としτ、
止むな〈数料を覆修する人略本を‘ 一一一一一
学びたい人カ鴨修するc数学1基礎X(2単位¥
分)と数字i縄 Y(2単位がと数字i繍 Y(2Ji!¥数学 AI
位分)の分割額修となります'，XとYlt授業内容が異1 し一一一一J
なります， [科目紹介参照)参照]数学i基獲を覆修Lた
人がさらに先1:進みたい人It次1:数学Aを覆修するか、数
字 I~覆修するのカ号室ましいι

数学Iの科白は
卒業までに 4単位を績修する

.....‘・・"“ ...岨“ ・・・・・2・・・ ...，....... 司，...:

日:昌一回
目一回

平成6年度1;1:数学I基礎か数学I
のどちらかを型車修すること。 一一・唱 は覆修)1援f芋を示し、次の科目に滋まなくてもよい

ーーーは尚喜幸覆修が可能である

図1と問ピ出所

関2 単位制における躍修廟序(数学〉

間2は数学臆修!綴序のモデルである。必修科混として最初に数学 i基礎 (xおよびY) 4単位

もしくは数学 1(通年) 6単位をいずれか履修する。数学が苦手な生徒は数学基礎を選択し履修

することになる。数学慕鍵 iは「中学校教学の擾習からはじめて，数学lの纂本的内容を比較的

易しく学習」する事とし， rxJでは f偶数の処理Jと「確率J，r Jでは rz次関数Jと
比jが学習の中心になるとされている。数学の場合の蔵修モデ、ノレは，基本的には智熟度別踊成と

いっても差し支えないように思われる。(表3参照、〉

先にも述べたように必修4単位は50%の出席で履修と認定され，単位の修得は卒業要件とはな

らない。極端にし、えばわからなくても我慢して授業にでさえすれば，他の科目の修得で代替でき

るわけである。

各教科とも-tt麗修JI慎序モデルが設定されているがど、のように選択するかは生徒に任されてい

る。国語の場合は 1年次に国語 1と国語Eを問時にとることも可能である。

各生徒の履修モデルを例示すると表3 表6のような事例が紹介されている。

表3 生徒のつくったく個別時間割例1)

l年次の女子，図立大学文系の受験を沼指し，国務と英語は1年間で2学年分まで学習してしまう

計闘を作った，美術と音楽を股修する。
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前期 (4J:!"'"' 9月) 後期 00月一3月)

月縫 火縫 水穣 木隠 金隠 月緩 火緩 水緩 木緩 金穣

l 関 i 箇 I 音 i 告書 i 国 i l 国E 国E 音E 閤E 国z
2 英 I 英 I ワーブロ 英 l 英 I 2 英耳 英 E ワ日ブロ 英 H 英 I

3 英 i 保健 各クラブ 英 I 保健 3 体育 理i 各クラブ 体育 理i

4 バソコ y ハソコン 4 パソコン パソコ y

5 5 

6 6 

表4 生徒のつくったく倒別時間部例2)

2年次の女子，地元企業の就職を箆指し，商業関係の科呂を積力的に多く履修し，種々の上級の資格

を取得するよう努力している。

前期 (4月"'"'9月〉 後期 00月一3月)

月耀 火曜 水際 木隠 金緩 月嬢 火緩 水曜 木曜 金繰

1 体育 自史 体事守 l 国z 国E 日史 国E 民z
2 日史 商経 り叩ブ訂 B史 商経 2 日史 高経 ワーブロ 日史 海経

3 パソコン パソコ y 各クラブ パソコ y バソコ y 3 パソコ y パソコン 各クラブ パソコ y バソコン

4 ワ同ブ自 ワ日ブロ 体育 ワーブロ ワw ブロ 4 OA OA  体育 OA  OA 

5 潔 i 理 i 5 体育 家庭 体育 家庭

6 6 
し一一…

表5 ~主徒のつくったく個別待問部害者 3)

3年次の男子，美術系の進学合目指し 1年間で美術関係の科目を10単位分も履修する計画になっ

ている。水際午前中は美術サークル活動がある。

前期 (4J:!"'"' 9月) 後期 00月一3月)

刃穣 火隠 水耀 木縫 金隈 月耀 火緩 水嬢 木耀 金耀

1 国! 英 E 国 I 英H 1 国z 英霊 国H 英E

2 美i 美i 2 古文 古文

3 美l 英C 各クラブ 美 I 英C 3 美l 英C 各クラブ 美i 英C

4 きをE 国E 表現 美E 盤E 4 美廻 溺E 表現 英E 国E

5 5 

6 6 
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表6 生徒のつくったく個別待問割例4>

3年次の女子，書道では全道大会で入賞する笑カを持ち，書道に絵画的な感覚を入れるべく，履修計

爾を立てている。午前中は警の自学自習をする。

前娘 (4月"-'9月) 後販 00月一3月)

月耀 火曜 水際 木曜 金隠 月曜 火隠 水爆 木緩 金穣

1 

2 2 

3 著書塑 理 i 害調 理 i 3 国I IEI 関 i 国 i

4 美E 国E き建周 美H 関H 4 美証 国E 美蕊 笑E 国E

5 体脊 君主史 倫理 体育 世史 5 体育 世史 倫理 体育 世史

6 簿会 各クラブ 簿会 6 簿会 各クラブ 簿会

表 3~表 6: r月刊高校教育J93年10月号より51m

また重ね履修も可能なので，問じ科Bを違った時間帯に履修することもでき，しかも華客卒単位

として参入される。重ね履修は授業の理解産を増すということで生徒にも評価されているという

ことである。

教科別の王子均科目取得状況は国語 (91%) ・商業・数学で高く，英語・保体 (74%)で低いが

年によって必ずしも一様ではない。

総耳元した範閉での問題点としては，主要5教科の場合どうして進学型のそデルになり，受験優

先型の進度別学習と間じようなものになる危検性がある。 f枕草子」のような興味関心に応える

科目は一層少なくなるのではなし、かと懸念が残る。

また単位制高校の評価が中学進路指導の開で高くなると，生徒のなかで受験型の科目を選択

し，なおかつ3年次を受験に当てるような傾向ができないともかぎらない。現に先に述べたいわ

き光洋高校の場合，学校案内等を見てもそうした面が前面にでているのである。

A高校の場合，単位都高校教育を進めるにあたって f教師の意識改革Jが必要きであることを強

調されていたが， r生徒の実態・学習要望に対応できる柔軟な教育謀総Jr学びたい生徒が望むだ
け学習可能になる柔軟な教育課程Jr豊かな人詞牲の陶冶を留ることが出来る柔軟な教育課程」
「時代の変化や地域の要望等に対応、できる柔軟な教育課程J*13)，ということを実現するために

は，さらにたえざる意識革命が必要とも患われる。

また生徒数の増加，施設の制約，教員数の制約によって選択可能な科目が縮小する可能性もあ

り，教員の確保が「生徒の選択の自由jを保障する鍵になるといえる。

3.科自費録ガイダンスについて

A高校では入学前に (4月初めから2適期)，科g登録のための全体ガイダンスと{渡部カウン

セリング‘を行っている。

全体ガイダ、ンスでは「講座展開一覧jや「内容紹介Jの見方についての説明や高校生活進路に

ついてのアンケート調査が実施される。続いて実施される科目登録ガイダ、ンスでは教科・科目の

紹介の後，進路指導の資料が配布され，進路に基づいた科包登録について説明がなされる。とく
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に変転入学生との場合，大検や併修を希望する生徒もいるためその単位の修得等についての説明

も受ける。

3日目から銅烈カウンセリングが3臼聞に亙って行われる。仮担任が生徒一人一人と面接し，

在学中 (3年とは限らない)の巌修計画と個人尉時間割の作成を行う。この間生徒は自宅にも

もって帰り両親とも相談を行うよう指導する。

これによって履修計画・偶人別時間割ができたら教師集団でチェックぜどした後，生徒はそれに基

づいて単位数を確認し，登録単佼数分の授業料を納付する。

このガイダンスにあっては学校側は大学他専修学校に進学を希望するものには，学校・学部別

に履修した方がよい科目を提示し，公務員や民間企業への就職についても資格や入社試験の内容

との関連で必要な教科・科目を説明する。

卒業予定時までに80単位修得してるか，躍修I!渓序に問題がないか，空き時間が多すぎないかな

どチェックする項目は多いというが，生徒自身に「進路g擦を実現するために必要な科医は何

かJr個性を伸ばすための得意科目とは伺かjなどどれほどの自弓選択力を有しているかが，もっ
とも問われるところであるが，今回の聞き取りではそこまで明らかに出来なかった。

いずれにせよ一人一人の生徒の進路意識の差，明確に表れる。進路意識の明確でないものは易

しい科目，好きな科gだけに流れたり，進路指導の作ったマニュアルの引き写しになることもあ

りうるようだ。

4.入学者選抜について

A高校は道立高校の入試とは別に，一般入試，推薦入試，転編入試の3段階でおこない，しか

も一般入試・編入試験は欠員があれば9月も実施している。

道立入試と ~Uにしたのは f個性宏伸ばす高校なので倒性を見ることの出来る入試が必要J (N 

前教頭〉とL、う渥治で，試験内容も甑接を主体にした適正の判断を重規している。

a，推薦入学は「特定分野等に対する適性・興味・関心を有し，強い学習意欲を持っているもの

であり，顕著な能力・活動，優れた徳性について具体的な実績を評嫡し，生活・学業等で俄の範

たりうるものを選抜するj とされている。

試験は面接のみで，調査書(内申書〉と面接の結果で3段階評価を行う

鵠査警の成績評価は一般には内心点の評価は主要9教科のすべてを学年ごとに点数化し，加重

平均をしているが， A高校では上位3教科のみを cl番教科x5， 2番教科x3， 3番教科×

1)で点数化し判定材料としている。

推薦選抜で，長期欠席者であっても学習成績がある学年については平均4，5以上あれば推薦入

学の対象となり不登校援のある中学生徒への門戸も開放されている。

b，一般入試は「生活・学業等で自己の目襟を達成することが期待できるもので，強い学習意欲

をもって単佼制のシステムを有効活用できる学力を有し，自己管理出来る基本的生活習慣を有す

るものを選抜する」とされている。

試験は逝接と作文で，中学時代の学業成緩・面接・作文で点数化し，判定を行う。

学習成績は上位3教科による学習点(推薦に同じ)，作文・面接は3段鯖評価・-忘望の動機

・目的意識，白日理解などが霊観されるようである

C，転繍入試は「それまでの生育墜に基づいて本人の努力の結果や具体的な実績を評価するとと

もに，強い学習意欲を有し，自己実現に向けて単位制のシステムを有効活用できる学力と自己管
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理能力を有するものを選抜する」としている。

試験は作文・閣接・(鴎語・数学・英語〉の学科試験で，選抜の観点としては f学業不振など

マイナスの要因からの立直り状況jの把握が重視されていると思われる。

一般入試・転編入試に出される作文のテー?は過去には次のようなものがあった。

一般入試・・・将来，あなたが取り組んでみたいことはどのようなことか，そのためどのような

ことを学びたし、か

転編入試・・・あなたは将来どのような生き方をしようと考えていますか，そのために今の自分

にとって何が大切であり，どのような白々をおくりたし、と考えていますか

このようにペーパーテストや平均的学力を要求しない同校の入試は確かに偏差績とは異なる入

試の実現とし寸側面をもっており，注目されよう。

こうしたことによって中学時代不登校の期間があり，ある学年の成績が極端に悪くても入学が

可能になるが， A高校の話では，中学時代の長期欠席生徒の場合，学業意欲を回復し卒業まで頑

張るケースも少なくないが，他校合中退した繭入学生徒の場合，単位鰐に入っても学習になじま

ず，生活状況も芳しくないこともあるという。第l期生の場合3年次終了までに70人の中退者と

なってあらわれていることとどのように関わるのであろうか。

高校が個性的になれば入試も個性的になるという，いわば単位制高校の積緩的側面が今日の受

験競争に一石投ずるとすれば，入試改革との関連でも重要な意義をもっている。

しかし他方では中学校での学習の在り方があらためて簡われることになる。

進路への見通しせとどのようにもたせるか，ペーパー学力ではない学習への興味関心をどのよう

にもたせるかなど，基礎学力論とは違った視点からの中学教育の在り方が関われるに査っている

のではなかろうか。

5.生徒指導について

先にも述べたように，無学年棋をとっているために， SHR (ショートホームルーム〉を単佼と

したクラスはあるが，定まった教室はない。そうしたなかで特別活動会実施するにはそれなりの

困難がある。

SHRは生徒一人一人の個別状況を把握できることのために約15人から30人に押さえている。

SHRは毎日わずか10分という時間であり， r按拶と教締からの伝達事項を行うのが精いっぱし、」
(前掲実践成果発表大会から)だが，連絡事項は玄関先の掲示板を見ることを習慣づけることに

より軽減し，出欠等はICカード、を使ったタイムレコーダー管理により，可能な限り SHRを生徒

と教師のふれあいの場所としているということである。

「最近のできごとの感想を述べたりJr簡単なゲームをしたりJ(問〉してふれあいを重視して
いる。 SHRへの出席は義務づけられているが，一般高校と違い結局運営に「趣向を凝らしている

クラスの参加率が高し、jというようにSHR自身への工夫が重視される。

担任は生徒指導のために生徒の生活状況や家庭環境，健康状態，考え方を把握することが重視

される。そのために HR日誌なども重視されている(図 3)。

しかしさまざまな蹟き会もった生徒たちがし、るなかで，生徒指導は担任にとって大変な仕事で

ある。下宿生も結構多いので下宿訪問なども重要な課定重である。

この点についてはまた別の機会で述べることにしたい。

A高校には服装や頭髪，持ち物など安定めた校則はない。
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1 II 

実路見学した折りにも，頭髪を染めた男子生徒や，ショートパンツ姿の女子生徒が授業を受け

ていた。ノーチャイムで援業時期の無いときの途中外出も自由である。

有朗高校の生徒指導の基本方針は〔・・・生徒の個性の伸長を図り，豊かな人間性の胸冶を目

指すとともに自主自立の精神を育て，自分の言動に責任が持てる自己管理能力の育成を基本方針

としているj となっている。

生徒にたいする生活心得では次のような点が強調されている。「・・・本課程では細かな生活

心得を作成していません。あくまでも自分の言動は，すべて自分で責任を持ち，かつ自分で責任

を取ってもらいます。もし社会・学校に対して逸脱行為等があれば，責任の取り方をどうすべき

か，具体的な方法・手段を保護者ともども考えて貰い，学校に具申して認められればその方法

で，責任がとることができるよう指導譲劫していきますJ

具体的な指導指針は(1)常識的な範陣内での生活心得指導(おカウンセリングを通し，生徒理解を

深めるとともに個々人の自立を偲す指導・援助(3)下宿・室主躍訪潤を通して家躍と地域とが一体と

なった生徒指導の運営似)全教職員の協力による校内外巡視指導の実施が掲げられている。逸脱行

為については喫煙等の触法行為にに厳しく，生活態度には緩やかなように見受けられる。カウン

セリングは祖径の責任で行われているが，先にも述べたように中退や登校拒否などの背景になる

生活歴を背負っているこどもが多いため，かなりの負担になっているが意欲的に取り組まれてい

る。専任のカウンセラーの配置を望む声もあるが，まだ認められていない。
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生徒指導全体で見るとホームルームの回難性をあげることが出来るようだ。実践研究成果発表大

会の資料でも「ホームルームのなかにさまざまな学年に相当する生徒が混在しているために，生

徒艶の意識の統ーが閤れなし、Jという声もあった。

まとめにかえて

平成3年度の一般・推薦・転踊入学のうち3年後の時点で卒業約70名，中退76人，夜籍 (4年

生〉約60人と中退率が高い(一般・推薦入学者146人，転編入72人中の数字である。)のが特徴で

ある。

学校側は「表極的な自由さだけを追い求めず，自己管理で、きた生徒が卒業に到達できたj とし，

「卒業要件を満たすことで精一杯の生徒」と「転入学等の場合でも確実に進路達成した生徒jに

かなりはっきり別れたと述べている。この点は問題点として別の機会に検討を加えることとした

いが，中退者数は2期生以後では減少傾向にあり，単位制高校としてのメリ γ トが報道される中

で，一般，推薦入試の成績点も上昇し，転編入生徒もむしろ単位舗のメリットを積極的に活かし

たし、と考える意識に変化している。こうした点から中退率は減少することが予測される。

卒業生70人の進路を見ると，大学・短大が20人専修学校は19人で進学するものが就職者を上

回っている。学校側のプラス酪での評側としては「専修学校進学者の中には初年度に低学力で入

学した生徒もおり，本校での単位修得制度をうまく利用したものと考えている」という学力上昇

にも効果があったことをあげている。

これらの開き取りや資料を通して単位制高校について考えたことを列挙しておこう。

第nこ， A高校の教職員が入試選抜方法においても一般の偏差値が適用できるような選抜方法
と一線を歯することによって， r競争原理Jによる学校のランク付けの外に置く方向を取るとと
もに，単位制にふさわしいシステムを追及することで，従来の公立高校とは異なったシステムを

持ち，闘一化・硬直化した公立高校に不満を持つ親や生徒を対象として教育内容の「選択の自

由」が不十分な面はあっても実現されたことは高校教育改革の一つの方向をさししめしているの

ではなし、かということである。

第2に， A高校の実践の評価にあたって，第 I期生のなかに中途退学者が全入学生の 1/3以

上でたことを多いと見るか，それとも転編入学生の半数近くが卒業までこぎ、つけたことで，中途

退学生徒を少なくすることに寄与した見るかは一概にはいえないのではないか。むしろ中学校進

路指導教師からは f中途退学生徒の受けnTI.Jr学業不振生徒の受けnTI.Jと云う評価をうけるなか
で，それをうけとめ，個部指導に全力を上げて取り組んできた成果を評価したい。

一方，単位制に徹する中で，単佼制を自分にるった学校として評備し，第1志望で入学を希望

し，成績不振による中退とは異なる転編入学生徒が増大するにつれ，不設校などによる低学力中

学生や学業不振による中途退学生徒などの入学や転編入学が罰難に成る可能性がある。そのため

中途退学者人数は減少し， r勉強ができる子どもjが増加する傾向が続くと思われるが，半面他校
の中途退学生徒や中学時代の不登校などによる学業不振生徒への門戸が狭まる恐れがある。入学

生徒が単位制を受験型勉強に活用し，少数の得意な分野，好きな分野を追求すると云う，競争型

学校社会の中に再び佼寵することになる恐れも存在している。これはA高校だけでなく単位制高

校全体に関わる問題であろう。

第3~こ教師の意識改革も課顕である。 A高校では積極的に追求されているが，他の高校での教

鱒体験とのギャップは大きい。とくに授業見学を通して，単位舗にふさわしい授業内容を作って
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いくことの困難さを感じた。数年単位の教富誌の移動を考えると，開設時の理念の空潟化・後退が

起こる可能性が絶えずあると患われる。

生徒数の増大する中で教師の不足がますます深刻になるだろう。通常のシステムの1.5倍は必

要という試算が出されているがどう保障されるのか。カウンセリングなど生徒指導に必要な人材

宅どどう確保するのかが課題となっている

最後に卒業生の感想を少しであるが紹介しよう。

18歳女「私自身にとっては大変あっていた学校だと思う。そのため人によってはかなり厳しい学

校ともいえる。 3年通ってけじめと責任がどれだけ大きL、か知りました。自分の弱さもでてしま

います。高校卒業するのに人より時間が掛かったけれどそれだけに感概も大きしづ

18歳女「この学校に来て，自分自身で納得の行くまで選択した時間割りなので，他の人のように

衡単に単位を捨ててしまおうと思わなかった。どんなに具合が悪くてもがんばることができたの

で自己管理が出来る人には最高の学校だと思うJ

19歳女「自由なところが多くて生活するには他の学校より良いけど卒業するのは他の学校のほう

が易しい人間不振がなおったところJ

こうした感想に見られるように，今Bの高校教育の画一的な教える授業から生徒の学びを重視

した単位制高校の在り方は，今aの高校教育改革のなかでの一つのモデルとして十分検討する必
要があるシステムと思われる。

しかしここでは，単位制高校にふさわしい教育方法と何か，生徒指導の在り方などについて十

分検討する材料をもたなかった。後日の課題としたい。

*1)高校中退者の受けillI.ということはそれまでの所得単位を生かすことができる，ということもあるが，

本研究の対象であるA高校の場合，開設にあたった単位制課程教頭は f単位制のメリットを最大限追

求するjということで，中退者の受け皿という考え方はないと述べている。しかし編入・転入の粋を

拡大することで中退者に広く門戸を掬いていることも事実である。

* 2)平成4年度から全国初の念日制単位制高校として関議された福島県立いわき光洋高校の入学案内や
高校生活のしおりを見ると，九年次には主として必修履修科医を履修し， 2年次， 3年次に生徒の能

力，適性，進路に応じて文系・理系の科目が重点的に履修できますjr専門科医として演習科目や総合

科図等を設定し，大学進学に対応できる方を育成しますJとされていて，実質的な能力別編成と大学

進学のためのコース選択制約な特徴づけが行われている。

* 3) r平成3・4年度文部省指定高等学校単位制課程研究実践成果発表大会資料jから，
* 4) r高校教育改革をめざした単位俗j課程の取り級み 北海道立A高校j，r月刊高校教育j93年10月号40
頁から引用

* 5)履修と修得の分離という方法は，他の単位制高校のなかでも導入されている(例えば大阪府の単位
制高校)， rあくまで法規に則ってj(同校前教頭の話)とされている。

* 6)三J二和夫 f現代の教育政策におけるく個性の重重視>j r教育学研究j第57巻第1号所収
*7)大蔵省委託研究，ソフトノミックス・フォ口一アップシリーズ「ソフト化社会の家庭・教育・文

イヒj，1986年0:1を参照のこと

* 8)教育の自由化と公教育についての論点は，羽田実史氏の次の論文を参照されたい。
羽田貴史 f自由化論と公教育の課題j， r教育社会学研究j第52集， 1993年
* 9)黒締勲 f学校選択jr教育学年報第2集，学校z規範と文化j，65頁
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*10)黒崎勲「学校選択と学校参加J，東大出版会， 6-8亥

*11)蒸崎勲「中等教育の平等化と個性化J(教育科学研究会「現代社会と教育3 学校J，大月著書庖，所

収)240…241頁

*12)泉崎「学校選択の学校参加J，85頁

*13)天野郁夫「かわる社会かわる教育J，有信堂

*14)岡上， 119頁

*15)朴起元「後期中等教育における“平等"原理の比較教育ム北海道大学大学院修士論文， 1994年を参

照

*16) r王子成3，4年度文部省指定高等学校単位制 研究実践成果発表大会J第 l分科会A高校報告資料よ
り


